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現在，基幹化学品の大部分は石油資源から製造されているが，持続可能な生産体制を構築するためには

バイオマスのような再生可能資源を原料とした新たな合成法が必要不可欠である．これまでに，木質バイオ

マスの主要な構成成分である単糖の脱水・異性化・水素化分解を組み合わせることにより，バルクケミカル

の原料となる有用化合物が合成されてきた．一方，私はこれまでの研究で，アルドール縮合反応を利用して

糖類から汎用化学品の原料となる有用化合物を獲得する，新規変換プロセスの開発を行ってきた．従来の

化学プロセスでは，酸素原子に代表されるヘテロ原子を化石資源由来の炭化水素へ導入する際に多段階

且つ複雑な酸化・還元・挿入反応の組み合わせが必要だったが，糖原料の持つ酸素官能基を巧みに活用す

ることによって多様な含酸素有機物が効率的に合成できる．本講演では，バイオマス由来の単糖である1,3-

ジヒドロキシアセトン及びアルデヒド化合物を原料とする有用5員環ラクトン類縁体のワンポット合成プロセス

について概説する．さらに私がこれまでに行ってきた，糖類を利用する新規生体機能性分子の創製に関する

研究内容についても併せて紹介する． 
 
問合せ先：触媒科学研究所・福岡淳（fukuoka@cat.hokudai.ac.jp / 011-706-9141） 
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